
図　現行設計と提案法による補強
仕様や経済性のイメージ

　近年，橋梁や高架橋の耐震補強が行われており，今後は
既設の鉄道盛土の耐震診断・耐震補強が喫緊の課題であり
ます。多くの既設の鉄道盛土の含水状態は，降雨時におい
て土の間隙に水と空気が混在した不飽和状態と考えられま
すが，耐震診断では不飽和状態よりも強度が低い飽和状態
として扱うため，補強数量が多くなる傾向にあります。そ
のため，盛土内部の含水状態を精緻に評価することで，耐
震補強で必要となる地山補強材が削減でき，工事費も削減
できる可能性があります（図参照）。
　本研究では，不飽和状態の地盤材料試験から，複数の鉄
道盛土材料で飽和状態より強度が増加することを確認しま
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した。また，既設の
鉄道盛土での土壌水
分量の計測より，降
雨時の盛土内部は不
飽和状態であること
を解明し，不飽和土
の強度特性を考慮し
た耐震診断法を提案
しました。さらに，
耐震補強の試設計よ
り，提案法が従来法
に比べて補強材長を
削減できることを確
認しました。

飽和強度を使用（現行設計）

不飽和状態を考慮（提案法）

不飽和領域（強度高）

補強材長減補強材長減

飽和状態と仮定想定すべり面

地山補強材

現行設計：
経済性比較

補強工事費

調査 設計提案法：


